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第
62
号
議
案・令
和
４
年
度
白
石
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

か
ら
第
65
号
議
案
・
令
和
４
年
度
白
石
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）の
計
４
議
案
に
つ
い
て
、定
例
会
３
日
目（
９

月
８
日
）の
本
会
議
に
お
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、議
長
を
除
く
全

議
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、審
査
が
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会（
委
員
長
・
保
科
善
一
郎
、副
委
員
長
・
大
森
貴
之
）は
、９

月
13
日
に
審
査
を
行
い
、す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
採
決
の
結
果
、全
会

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

〔
質
疑
〕全
国
道
の
駅
連
絡
会
の
会

費
を
計
上
し
て
い
る
が
、道
の
駅
が

ま
だ
形
と
し
て
現
れ
て
い
な
い
中
、

加
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
伺
う
。

〔
答
弁
〕一
般
社
団
法
人
全
国
道
の
駅

連
絡
会
は
、道
の
駅
の
質
の
確
保
や

各
地
域
の
振
興
、利
用
サ
ー
ビ
ス
の

総
　
務
　
費

向
上
を
目
的
と
し
た
全
国
の
組
織

で
、令
和
３
年
８
月
１
日
現
在
の
会

員
数
は
１
千
181
駅
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
は
、令
和
４
年
８
月
に（
仮

称
）道
の
駅
し
ろ
い
し
基
本
計
画
を

策
定
し
、今
後
、道
の
駅
の
整
備
を

計
画
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
の
連

絡
会
に
加
入
す
る
こ
と
で
、現
在
の

ニ
ー
ズ
や
取
組
状
況
、先
進
事
例
な

ど
の
情
報
を
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

◎
令
和
４
年
度
白
石
市
一
般
会
計

　
補
正
予
算（
第
５
号
）

衛
　
生
　
費

〔
質
疑
〕集
会
所
等
建
設
事
業
補

助
金
の
交
付
に
つ
い
て
は
、原
則

完
了
払
い
と
し
て
い
る
が
、多
額

に
な
れ
ば
立
て
替
え
払
い
が
必

要
な
状
況
も
出
て
く
る
。あ
る
程

度
相
談
に
応
じ
て
も
ら
え
る
の

か
伺
う
。

〔
答
弁
〕本
補
助
金
の
交
付
に
つ
い

て
は
、原
則
、完
了
払
い
の
取
り
扱

い
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、完
了

払
い
が
可
能
な
範
囲
で
工
事
を
行

な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、自
治
会
に

お
い
て
は
修
繕
や
改
築
の
資
金
を

準
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

〔
質
疑
〕み
や
ぎ
青
年
婚
活
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
負
担
金
を
計
上

し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

〔
答
弁
〕宮
城
県
教
育
委
員
会
所

管
の
財
団
法
人
で
あ
る
、宮
城
県

青
年
会
館
が
運
営
す
る
み
や
ぎ

青
年
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
と
し
て
専

門
相
談
員
に
よ
る
結
婚
相
談
や

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、パ
ー
ト
ナ
ー
の

紹
介
や
婚
活
イ
ベ
ン
ト
、親
の
交

い
た
が
、令
和
４
年
度
か
ら
は
、弁

当
の
調
理
か
ら
配
達
ま
で
の
一
連

を
桜
花
が
行
な
っ
て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、利
用
者
が
年

々
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
で
あ
る

が
、主
な
原
因
に
、施
設
入
所
や

入
院
等
で
利
用
を
休
止
す
る
方

が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。

〔
質
疑
〕水
道
事
業
に
お
け
る
、業

務
量
に
関
す
る
指
標
の
う
ち
、最

大
稼
働
率
に
つ
い
て
は
、令
和
２

年
度
ま
で
は
100
％
を
切
っ
て
い
た

が
、令
和
３
年
度
は
約
127
％
と
増

大
し
た
。

　

最
大
稼
働
率
が
100
％
を
越
え

た
理
由
を
伺
う
。

〔
答
弁
〕本
年
３
月
の
福
島
県
沖

地
震
の
影
響
で
漏
水
が
発
生
し
、

配
水
地
の
水
位
が
下
が
り
、補
給

が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、仙

南
・
仙
塩
広
域
水
道
事
務
所
に
追

加
で
補
給
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
増
加
し
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。

企
　
業
　
会
　
計

流
会
な
ど
ざ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
に
力
を
入
れ

る
こ
と
は
、結
婚
や
出
産
、定
住
、

住
宅
の
新
築
等
に
つ
な
が
り
、人

口
増
や
経
済
効
果
の
面
か
ら
も
非

常
に
大
切
な
事
業
で
あ
る
と
考
え
る
。

〔
質
疑
〕新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
状
況
を
伺
う
。

〔
答
弁
〕令
和
４
年
９
月
５
日
現
在
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
４
回
目
の

接
種
件
数
は
８
千
695
件
で
、人
口

当
た
り
約
26
％
の
接
種
率
、60
歳

以
上
に
つ
い
て
は
約
54
％
の
接
種

率
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
国
や
県
の
平
均
よ
り
高

い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。

土
　
木
　
費

災
害
復
旧
費

〔
質
疑
〕旧
斎
川
小
学
校
体
育
館

災
害
復
旧
工
事
に
約
３
千
万
円

計
上
し
て
い
る
が
、被
害
の
程
度

と
復
旧
に
つ
い
て
伺
う
。

〔
答
弁
〕本
年
３
月
の
福
島
県
沖

地
震
に
よ
り
、体
育
館
側
面
お
よ

び
天
井
鉄
骨
補
強
部
材
ブ
レ
ー
ス

の
変
形
、外
壁
の
破
損
、ア
ル
ミ
サ

ッ
シ
変
形
な
ど
の
被
害
を
受
け
た

こ
と
か
ら
、被
災
箇
所
の
交
換
や

補
強
等
に
要
す
る
経
費
を
計
上

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

当
施
設
は
地
域
の
行
事
や
ス
ポ

ー
ツ
団
体
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、復
旧
が
図
ら
れ
次
第
、

活
動
を
再
開
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
考
え
る
。
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